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●早生みかんの出荷はじまる
●稲刈りシーズン到来！

第73回鹿児島県畜産共進会
徳重さんがグランドチャンピオン受賞！



父系群区で最高賞のグランドチャンピオン！
若雌１区・成雌区でも大健闘、最優秀賞を受賞！

若雌１区：最優秀賞５席
溝口敏幸さんの「はなび」

若雌１区：最優秀賞７席
別府武夫さんの「さばみそに」

成雌区：最優秀賞６席
羽子田ひとみさんの「ゆりえ」

成雌区：最優秀賞７席
徳重真生さんの「きくひさ」

～第73回鹿児島県畜産共進会～
　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
は
９
月
28
日
、
姶

良
中
央
家
畜
市
場
（
霧
島
市
）
で
第
73
回
鹿

児
島
県
畜
産
共
進
会
を
開
き
、
県
内
11
地
区

か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
69
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
か
ら
は
薩
摩

地
区
８
頭
、
伊
佐
地
区
６
頭
の
計
14
頭
が
出

品
さ
れ
、
父
系
群
区
で
徳
重
真
生
さ
ん
（
さ

つ
ま
町
）
の
「
や
す
は
る
の
５
４
５
」
「
な

つ
ひ
ら
て
る
」
「
は
な
ふ
く
」
の
３
頭
が
最

高
賞
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
他
に
も
農
林
水
産
大
臣
賞
、
萩

原
三
笠
杯
、
山
中
貞
則
賞
、
斉
一
性
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
徳
重
真
生
さ
ん
の
県
畜
産
共

進
会
で
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
は

今
回
が
初
め
て
。

　
徳
重
さ
ん
は
「
今
回
の
共
進
会
は
、
い
つ

も
以
上
に
多
く
の
関
係
者
の
手
助
け
と
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
。
次
は
３
年
後
の
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
で
、
ひ
と
つ
で
も
多
く

の
出
品
区
に
出
せ
る
よ
う
に
、
今
後
も
努
力

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
担
い
手
育
成
を
目
的
と
し
た
高
校
生

等
出
品
区
の
展
示
も
あ
り
、
県
内
の
農
業
高

校
や
農
業
大
学
の
チ
ー
ム
が
活
動
内
容
や
思

い
、
抱
負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
管
内
か

ら
は
薩
摩
中
央
高
校
の
「
な
ぎ
さ
」
、
伊
佐

農
林
高
校
の
「
も
み
じ
」
が
出
品
さ
れ
、
伊

佐
農
林
高
校
３
年
の
牛
島
航
太
郎
さ
ん
は

「
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
協
力
の
も
と
、
牛
の

な
ら
し
方
や
立
た
せ
方
な
ど
指
導
し
て
も
ら

い
な
が
ら
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
だ
。
黒
毛
和

種
の
生
産
者
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

管
内
の
入
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

　
（
敬
称
略
）

【
若
雌
１
区
・
最
優
秀
賞
】

　
▽
５
席　
溝
口
敏
幸
（
伊
佐
市
）

　
▽
７
席　
別
府
武
夫
（
薩
摩
川
内
市
）

【
父
系
群
区
・
最
優
秀
賞
】

　
▽
１
席　
徳
重
真
生
（
さ
つ
ま
町
）

　
　
　
　
（
※
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・

　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
賞
・
斉
一
性
賞

　
　
　
　
　
萩
原
三
笠
杯
・
山
中
貞
則
賞
）

【
成
雌
区
・
最
優
秀
賞
】

　
▽
６
席　
羽
子
田
ひ
と
み
（
さ
つ
ま
町
）

　
▽
７
席　
徳
重
真
生
（
さ
つ
ま
町
）

【
団
体
知
事
賞
】

　
▽
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

グランドチャンピオンほか４つの賞を受賞した徳重さんの３頭

ＪＡ北さつまが団体知事賞を受賞しました
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薩摩中央家畜市場　2024年10月8日～ 9日
入場頭数 669 頭
売却頭数 653 頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比

雌 301 285 1,211,100 195,800 454,790 282 1,611 ▲18,485
雄
去 368 368 1,059,300 36,300 542,931 310 1,754 1,310

総平均値 504,462 円　　　
前 回 比 9,774 円　安値
総売上高 329,413,700 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
50
万
4
4
6
2
円

　　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
10
月
8
日
、
9

日
の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま

し
た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
50

万
4
4
6
2
円
で
、
前
回
（
9
月
）
を

9
7
7
4
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値

は
雌
が
1
2
1
万
1
1
0
0
円
、
去
勢
が

1
0
5
万
9
3
0
0
円
で
し
た
。　

　

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
、

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
北
さ
つ
ま
！

　
共
進
会
の
会
場
で
は
、
早
朝
か
ら
出
品
者
と

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
、
関
係
者
な
ど
「
チ
ー
ム
北

さ
つ
ま
」
が
一
丸
と
な
っ
て
審
査
に
備
え
て
い

ま
し
た
。
暗
い
中
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
、
冷
た
い

水
を
浴
び
な
が
ら
出
品
牛
の
身
体
を
シ
ャ
ン

プ
ー
で
洗
い
、
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
、
蹄

を
磨
き
、
出
品
牛
の
美
し
さ
を
よ
り
一
層
洗
練

さ
せ
ま
し
た
。

　
円
陣
を
組
み
全
員
で
元
気
に
「
頑
張
ろ
う
三

唱
」
を
し
て
、
審
査
に
挑
み
ま
し
た
。

受賞した牛も嬉しそう 高校生等展示区に出品した伊佐農林高校のメンバー 厳正な審査が行われます

【鹿児島県畜産共進会の出品区】　鹿児島県畜産共進会では、次の４部門で審査が行われます。
　●「若雌１区」…生後１２か月～１６か月の雌牛。　●「若雌２区」…生後１７か月～２４か月の雌牛。
　●「父系群区」…同じ父親の産子で３頭１組の雌牛。　●「成雌区」…子どもを産んだ雌牛。
　ほかに、「高校生等展示区」では担い手育成を目的とし、県内の農業高校や農業大学校からの出品・展示が行われます。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
（
薩
摩
地
区
・

伊
佐
地
区
）
か
ら
の
出
品
牛
で
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
は
、
平
成
16
年

の
第
53
回
以
来
20
年
ぶ
り
。
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
の
団
体
知
事
賞
受
賞
は
第
60
回
以

来
13
年
ぶ
り
で
す
。

早朝から「ＴＥＡＭ北さつま」一丸となって審査に備えました

審査場に向かう様子　いよいよ成果を見せる時！

春
田
和
則
組
合
長
よ
り

出
品
者
へ
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
た
び
は
出
品
者
の
皆
様
、
関
係

者
の
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
受
賞
さ
れ
た
出
品
者
の
皆
様
、
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
受
賞
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
改
良
を

重
ね
て
き
た
成
果
が
今
回
実
を
結
ん
だ

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
契
機

に
、
３
年
後
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
て
さ
ら

な
る
飛
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

3



　

さ
つ
ま
町
に
あ
る
新
生
み
か
ん
生
産

組
合
で
は
、
９
月
下
旬
か
ら
早
生
み
か

ん
の
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
は
さ
つ
ま
町
佐
志
に
あ
る
新

生
集
落
で
み
か
ん
栽
培
を
す
る
農
家
で

構
成
さ
れ
、
現
在
８
戸
の
農
家
が
「
か

ご
し
ま
早
生
」
を
約
３
㌶
、
「
十
万
温

州
」
を
約
12
㌶
の
面
積
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
に
か

け
て
「
か
ご
し
ま
早
生
」
、
12
月
か
ら

翌
年
１
月
に
か
け
て
「
十
万
温
州
」
が

県
内
の
タ
イ
ヨ
ー
・
Ａ
コ
ー
プ
に
向
け

て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
産
は
夏
場
の
猛
暑
の
影
響
で
日

焼
け
果
が
多
く
発
生
し
、
例
年
よ
り
数

量
は
減
少
す
る
見
込
み
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ

ま
の
有
村
隆
志
営
農
指
導
員
は
「
今
年

産
は
数
量
は
少
な
い
が
、
糖
度
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
美
味
し
い
み
か
ん

が
出
来
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
約
13
㌧
、
販
売
額
４

７
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

一
つ
ず
つ
丁
寧
に
手
作
業
で
袋
詰
め
し
ま
す

～さつま町　新生みかん生産組合～
早生みかんの出荷始まる

 

稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン　
到
来
！

　

県
内
一
の
米
ど
こ
ろ
、
Ｊ

Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
で
普
通
期

米
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
黄
金
色
に
染
ま
っ
た
田

ん
ぼ
の
中
を
生
産
者
が
コ
ン

バ
イ
ン
を
走
ら
せ
、
稲
穂
を

次
々
と
刈
り
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
「
あ
き
ほ
な
み
」
を

中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を
お
願
い

し
ま
す
。

　令和６年産米につきましては、物価高騰
に伴う支援対策として、仮渡金とは別に《出
荷袋数（1袋/30㎏）につき110円（税込）》を
振込いたします。（米代金の振込日に別途、
記帳されます）

 
 

 

  
 

   

 
1   1 3 , 4 0 0  
2   1 3 , 3 0 0  
3   1 3 , 0 0 0  

 
1   1 3 , 2 0 0  
2   1 3 , 1 0 0  
3   1 2 , 8 0 0  
1   1 2 , 9 0 0  
2   1 2 , 8 0 0  
3   1 2 , 5 0 0  

 
1   1 2 , 4 0 0  
2   1 2 , 3 0 0  
3   1 2 , 0 0 0  
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

　

９
月
30
日
、
彼
岸
花
が
見
頃
を
迎
え
た

さ
つ
ま
町
柊
野
区
で
、
柏
原
小
学
校
の
５

年
生
10
人
が
「
仏
飯
講
」
「
金
明
竹
」

「
田
の
神
さ
あ
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
３
カ

所
に
分
か
れ
、
手
作
り
の
パ
ネ
ル
な
ど
を

使
い
な
が
ら
地
域
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

ガ
イ
ド
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
見
物
客

が
子
供
た
ち
の
ガ
イ
ド
を
楽
し
み
に
集
ま

り
、
元
気
な
語
り
部
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

当
初
は
９
月
22
日
に
開
催
す
る
予
定

が
、
大
雨
の
た
め
中
止
に
。
そ
れ
で
も
一

生
懸
命
練
習
し
て
き
た
成
果
を
是
非
披
露

し
た
い
と
、
リ
ベ
ン
ジ
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
柏
原
小
学
校
５
年
生
の
新
改
花
奈
さ
ん

は
「
22
日
は
悪
天
候
で
出
来
な
か
っ
た
け

ど
、
今
日
こ
う
や
っ
て
ガ
イ
ド
活
動
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
大
口
大
田
の
郡
山
八
幡
神

社
近
く
に
あ
る
土
手
で
、
彼
岸
花
が

５
０
０
㍍
に
わ
た
っ
て
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。
ま
る
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ

た
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
で
、
同
市
の

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

管
理
し
て
い
る
の
は
近
く
の
農

業
、
上
田
篤
さ
ん
（
93
）
。
彼
岸
花

が
好
き
だ
っ
た
亡
き
妻
を
し
の
び
、

平
成
20
年
か
ら
雑
草
に
覆
わ
れ
た
土

手
を
一
人
で
整
備
し
、
少
し
ず
つ
植

え
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
元
気
に
作

業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

な
ど
で
話
題
と
な
り
、
開
花
時
期
に

な
る
と
県
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
県
人
吉

市
か
ら
訪
れ
た
女
性
３
人
は
「
す
ご

い
。
こ
ん
な
壮
大
な
景
色
は
初
め
て

見
た
。
来
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

彼
岸
花
咲
き
誇
る

　
　
　
　
秋
の
語
り
部

亡
き
妻
し
の
ぶ

彼
岸
花
満
開

　

９
月
29
日
、
さ
つ
ま
町
中
津

川
区
に
あ
る
大
石
神
社
で
秋
季

大
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
豊
作
と

無
病
息
災
を
祈
念
し
金
吾
様

（
き
ん
ご
さ
あ
）
踊
り
が
奉
納

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
見

物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

地
元
園
児
の
稚
児
舞
を
皮
切

り
に
「
地
割
舞
」
「
俵
踊
り
」

「
兵
児
（
へ
こ
）
踊
り
」
な

ど
、
集
落
に
伝
わ
る
11
種
類
の

踊
り
が
次
々
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
職
員
も

踊
り
手
と
し
て
参
加
し
、
境
内

に
鳴
り
響
く
太
鼓
や
三
味
線
、

笛
の
音
に
合
わ
せ
て
勇
壮
に
舞

い
、
見
物
客
を
賑
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

境
内
で
は
地
域
住
民
が
露
店

で
野
菜
や
加
工
品
の
販
売
を
行

い
、
手
踊
り
が
始
ま
る
と
輪
に

入
っ
て
一
緒
に
踊
り
、
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

「
金
吾
様
踊
り
」
は
織
田
・

豊
臣
時
代
の
祁
答
院
島
津
家
の

初
代
、
金
吾
（
左
衛
門
督
）
歳

久
を
祀
る
同
神
社
の
秋
季
大
祭

に
奉
納
さ
れ
る
踊
り
で
、
「
武

の
神
」
「
安
産
の
神
」
「
稲
作

の
神
」
と
し
て
も
崇
拝
さ
れ
て

い
ま
す
。　

豊
作
、無
病
息
災
を
祈
念

～
中
津
川
区
金
吾
様
踊
り
～

手
作
り
の
パ
ネ
ル
で
ガ
イ
ド
す
る
児
童
ら

秋
空
と
彼
岸
花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
伊
佐
金
山
ね
ぎ
振
興
会

は
９
月
27
日
、
伊
佐
市
文
化
会
館
で
総
会

を
開
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
出
荷
量

３
１
６
㌧
。
他
産
地
の
品
不
足
に
よ
り
高

単
価
で
の
取
引
と
な
り
、
販
売
額
は
前
年

比
１
２
６
％
の
１
億
１
１
２
７
万
円
で
し

た
。

　
高
齢
化
や
労
力
不
足
に
よ
り
生
産
農
家

は
減
少
傾
向
。
部
会
で
は
新
規
栽
培
者
や

若
手
中
核
農
家
の
育
成
・
支
援
に
取
り
組

み
、
「
金
山
ね
ぎ
」
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

部
会
員
は
45
人
で
栽
培
面
積
29
㌶
。

令
和
６
年
度
は
、
生
産
対
策
と
し
て
病

害
虫
体
系
防
除
の
検
討
や
個
別
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
予
定
。
安
定
し

た
計
画
出
荷
の
確
立
を
図
り
、
販
売
高

１
億
２
０
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町
田
原
に
あ
る
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

福
祉
拠
点
施
設
「
田
原
の
郷
」
は
９
月
17

日
、
敬
老
の
お
祝
い
を
兼
ね
た
十
五
夜
イ

ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
日
が
暮
れ
る
時
間
に
な
る
と
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
約
80
人
が
施
設
を

訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
団
子
や
利
用

者
が
丁
寧
に
袋
詰
め
し
た
お
菓
子
の
詰
め

合
わ
せ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
長
生
き
し
て
ね
」
な
ど
と
書
か
れ
た

手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
利
用
者

に
贈
ら
れ
、
利
用
者
た
ち
は
「
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
嬉
し
い
。
月
も
き
れ

い
で
最
高
だ
」
と
話
し
な
が
ら
、
中
秋
の

名
月
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
開
業
以
来
毎
年
行
っ
て

お
り
、
他
に
も
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目

的
と
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
数
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
秋
空
に
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
で
鹿
児
島

路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
秋
の
交
通

安
全
運
動
が
9
月
21
日
～
30
日
の
10
日

間
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
期
間
中
、
通
勤
・

通
学
の
時
間
に
街
頭
立
哨
を
行
い
ま
し

た
。
運
動
期
間
中
の
9
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
本
所
近
く
の
交
差
点
で
は
職
員
30

人
が
「
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
」
「
家

族
の
た
め
に
無
事
故
で
帰
宅
」
な
ど
書
か

れ
た
の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
並
び
、
通
勤
中

の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
学
中
の
学
生
ら
に
安

全
運
転
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
組
合
員
・
地
域
住
民
の
模
範

と
な
る
よ
う
、
組
織
を
あ
げ
て
交
通
安
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
29
日
、
兵
庫
県
の
神
戸
国
際
展
示

場
で
第
18
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
―

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
会
場
に
は
県
内
各
地
の
特
産
品

や
農
産
物
が
出
店
、
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
県
内
出
身
者
も
多
く
、
「
懐

か
し
い
」
「
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の
特
産

品
が
買
え
て
嬉
し
い
」
な
ど
の
声
も
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
も
販
売
ブ
ー
ス
を
設

け
、
里
芋
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
管
内
の
農

畜
産
物
や
「
北
さ
つ
ま
茶
」
「
か
る
か

ん
」
な
ど
の
Ｐ
Ｂ
商
品
を
販
売
し
ま
し

た
。
多
く
の
買
い
物
客
が
詰
め
か
け
、
昼

前
に
は
品
物
を
す
べ
て
完
売
し
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

高
単
価
で
販
売
額
ア
ッ
プ

～
伊
佐
金
山
ね
ぎ
振
興
会
～

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

中
秋
の
名
月
楽
し
む

街
頭
で
交
通
安
全

　
　
　
　
呼
び
か
け
る

故
郷
の
味
懐
か
し
む

～
第
18
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
―
～

安全運転を呼び掛けました

県内各地の特産品や農畜産物が販売され
多くの来場者で賑わいました

   グラウンドゴルフ通して
　　　　　　　職員と交流

～さつま川内支部～

　ＪＡ北さつま女性協さつま川内支部は９月２８日、
薩摩川内市樋脇町にある樋脇グラウンドゴルフ場で、
ＪＡ職員との合同グラウンドゴルフ大会を開きまし
た。部員とＪＡ職員相互の親睦を深めることが目的で、
部員やＪＡ職員、職員の子どもなど総勢５８人が参加
し、チーム戦や個人戦でプレーを楽しみました。
　さつま川内支部の宮元泰子部長は開会式で「ＪＡ職
員と交流する機会が少なくなってきているので、この
機会に交流を深められたら」とあいさつしました。
　秋空の広がる中、参加者たちは交流を楽しみながら
爽やかな汗を流しました。参加した総務人事課の二町
伸市さんは「部員のみなさんが上手くてビックリした。
賑やかな大会になってよかった」と話しました。
　グラウンドゴルフを終えた後は同会場で部員が作っ
たカレーライスが振る舞われ、ひと汗かいた後の昼食
会を全員で楽しみました。

ナイスショット

安定した計画出荷の確立を図ります

手作りのメッセージカードを受け取り
嬉しそうな利用者
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鹿
児
島
県
農
協
青
壮
年
部
組
織
協
議
会

は
10
月
２
日
、
第
38
回
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
青

年
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
県
内
の
Ｊ
Ａ
青

年
組
織
の
活
動
発
表
等
を
通
じ
て
盟
友
の

交
流
を
図
り
、
青
年
組
織
の
活
動
強
化
と

発
展
を
目
指
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
「
青
年
の
主
張
」
で
は
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

青
壮
年
部
伊
佐
地
区
の
大
丸
博
之
さ
ん

が
、
就
農
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
農
業
の

先
輩
と
の
絆
を
中
心
に
据
え
、
地
域
や
家

族
と
の
結
び
付
き
や
農
業
の
厳
し
さ
、
そ

し
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
決
意
と
次

世
代
へ
の
意
思
継
承
の
思
い
を
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
さ
つ

ま
地
区
か
ら
、
「
何
の
た
め
」
に
私
た
ち

は
農
業
を
頑
張
る
の
か
？
観
る
人
に
農
業

を
通
し
て
一
緒
に
考
え
、
問
い
か
け
る
内

容
の
動
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
九
州
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し

た
が
、
力
強
い
発
表
と
作
品
で
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
青
壮
年
部
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

力
強
い
発
表
と
作
品
で

「
思
い
」伝
え
る

   グラウンドゴルフ通して
　　　　　　　職員と交流

～さつま川内支部～

　ＪＡ北さつま女性協さつま川内支部は９月２８日、
薩摩川内市樋脇町にある樋脇グラウンドゴルフ場で、
ＪＡ職員との合同グラウンドゴルフ大会を開きまし
た。部員とＪＡ職員相互の親睦を深めることが目的で、
部員やＪＡ職員、職員の子どもなど総勢５８人が参加
し、チーム戦や個人戦でプレーを楽しみました。
　さつま川内支部の宮元泰子部長は開会式で「ＪＡ職
員と交流する機会が少なくなってきているので、この
機会に交流を深められたら」とあいさつしました。
　秋空の広がる中、参加者たちは交流を楽しみながら
爽やかな汗を流しました。参加した総務人事課の二町
伸市さんは「部員のみなさんが上手くてビックリした。
賑やかな大会になってよかった」と話しました。
　グラウンドゴルフを終えた後は同会場で部員が作っ
たカレーライスが振る舞われ、ひと汗かいた後の昼食
会を全員で楽しみました。

ナイスショット

壇
上
で
堂
々
と
発
表
す
る
大
丸
さ
ん

ＪＡ北さつま女性部からのお知らせ

　おいしい濃厚バスク風チーズケーキを一緒に作りながら、自分だけの香り豊かなオリジナルオイルを作って心も体も癒
される時間を楽しみませんか？
日時：令和6年12月21日（土）9:30 ～ 12:00
場所：田中ふるさと館（伊佐市菱刈重留1214）
定員：20名まで
参加費：700円
お問い合わせ・申し込みは
ＪＡ北さつま 総合企画部経営企画課
TEL：0996-53-1124　または　公式インタグラムより

「フレッシュミズ」ってなぁに？
“やってみたい”をテーマに楽しく学びながら活動するグループです。
農業やＪＡのことを知らなくても大丈夫！北さつま管内に居住の50代まで
の女性ならどなたでも参加ＯＫです！

ＪＡ北さつまフレッシュミズ チーズケーキ＆アンシェントメモリーオイル作り
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こちら営農情報局!

園芸

生産販売課
有村　隆志

１）樹づくりの目標が樹齢で異なる

２）ステージ別の剪定ポイント

３）基本的な樹の仕立て方
　   ※右の絵は樹冠を表すために葉の着いている状態を描いてあります
　　　◎骨格となる枝（主枝）を３本決めます。
　　　　○１本の主枝から亜主枝を２～３本決めます。　　　　　　　　　　　　　
　　　　○亜主枝から果実を成らせる枝（側枝）を出すようにしましょう。
　　　　○樹形が完成するまで，３年程度かかります。

４）枝の剪定方法の基本について

落葉果樹の剪定について

冬に近づくにつれて落葉果樹の剪定が始まります。
落葉果樹の剪定は、落葉期（落葉終了期）~１月くらいまでが剪定の適期になります。
今回は時期がまだ早いですが、落葉果樹の剪定について説明します。

幼木～若木 若木～成木 老木

目標 主枝・亜主枝の確立による骨
格づくり

樹勢維持・収量安定・高品位
果実生産

収量が低下。経済性を考慮し
計画的に改植

樹齢 １～６年生くらい ６～３０年生くらい ３０年生以上

ステージ 剪定のポイント

幼木～若木

①主枝・亜主枝の先端は１本立ちにして真っ直ぐ伸ばす。先端の新梢は毎年長く切り返し
　骨格を強固にする。
②主枝は２～３本とし発生角度は６０度とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③亜主枝は、それぞれの分岐点から１ｍ以上離して設定する。

若木～成木

①主枝・亜主枝の先端部を上向きの枝まで切り戻して立ち上げ樹勢維持に努める。　　　
②太い枝を少なくし樹冠内部に光をあてて、緑枝の発生を促す。
③結果母枝の切り返しを多めに行い、色の黒い老化した４年生以上の側枝は間引き、
　若い緑枝に更新する。

老木
①内向枝や太枝を切り返し、新梢を発生させ若返りを図る。
②太枝の切り口は癒合剤（トップジンＭペーストなど）を塗布する。
③収量が低下したら改植を計画的に実施。
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令和 7年度農林水産予算一般概算要求の主な項目 

対象品目 事業名 対策のポイント 
概算要求額 

(前年度予算対比) 

共 通 

強い農業づくり 

総合支援交付金 

産地の収益力強化に向けた基幹施設整備や、みどりの食料シス

テム戦略等の推進に必要な施設整備等の支援 

202億円 

(81億円 UP!) 

合理的な 

価格の形成 

合理的な価格形成に向け、コスト構造等に係る調査、コスト指

標の作成の促進や取引実態調査、消費者等の理解醸成を図るた

めの広報等を実施 

4億円 

(3.7億円 UP!) 

畜 産 

畜産・酪農 

経営安定対策 

畜種ごとの特性に応じて、牛マルキンや豚マルキン等により

畜産経営の安定を支援 

2,296億円 

(前年同額 ) 

消費・安全対策 

交付金 

豚熱・鳥インフルエンザ等の発生予防のため、飼養衛生管理

の向上や重要病害虫の侵入防止・まん延防止等を支援 

23億円 

(6 億円 UP! ) 

野 菜 果 樹 

茶 

持続的生産 

強化対策事業 

野菜・果樹、花き、茶・薬用作物等の持続的な生産基盤強化に

向け、生産性向上や販売力強化の取り組みを支援 

166億円 

(18 億円 UP!) 

甘味資源

作物 

甘味資源作物 

生産支援対策 

甘味資源作物生産者等の経営安定を図るための交付金制度や

さとうきび増産基金による自然災害への対応等を支援 

111億円 

(4 億円 UP!) 

畑作物産地生産 

体制確立強化の 

支援 

さとうきびやかんしょの生産性向上、サツマイモ基腐病等の病

害抑制と生産拡大の両立、砂糖の需要拡大を支援 
※甘味資源作物産地生産体制強化緊急対策事業と持続的畑作強化緊
急対策事業を統合し、畑作に関し、総合的に支援を行えるよう変更 

53億円 

（新規） 

水 田 
水田活用の 

直接支払交付金等 

麦、大豆や米粉用米等の戦略作物の本作化、畑作化による高

収益作物、麦・大豆、飼料作物等の導入・定着等を支援 

3,015億円 

(前年同額 ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農水省は、令和 7年度予算の概算要求を決定し、その総額

は前年度当初予算比 16％増の 2兆 6,389億円となりました。 

この概算要求に先立ち、ＪＡグループ鹿児島・県農政連で

は、農家 9名を含む 33名の要請団で「令和 7年度農畜産物対

策に関する中央要請」（8/5～6）を実施しました。 

予算概算要求においては、食料・農業・農村基本法の改正 

を踏まえ、食料安全保障の強化、環境と調和のとれた食料システムの確立、農業の持続的な発展、農村

の振興等に向け、農業の構造転換の実現に係る施策を初動５年間で集中的に実行するとともに、農林水

産業の持続可能な成長を推進するため、必要な予算を要求しています。なかでも、食料・産地の施設整

備などを支える「強い農業づくり総合支援交付金」については、前年度比 81億円増の 202億円を要求

しています。 

なお、食料安全保障の強化に向けた対応に係る経費や総合的な TPP等関連政策大綱」を踏まえた農林

水産分野における経費等については、事項のみの要求とされ、今後の予算編成過程で検討されます。 
※ 今回は農水省から財務省へ概算要求された内容であり、事業の措置や予算の確定ではありません。 
今後、財務省との折衝を通じて、例年冬頃に来年度予算案が閣議決定されます。 

 

QRコードからも 
みられるよ！ 

〔R6.8.6 坂本農林水産大臣への要請〕 

令和７年度農林水産関係一般予算概算要求 決まる 
 

概算要求に関する詳細なデータは、農水省 HPに記載されておりますので、 
ご参照ください。（URL: https://www.maff.go.jp/j/budget/r7yokyu.html） 
 

 

 

 

 

 

 

ハウスの建設等施設整備に係る費用

が高騰しており、新規のハウス建設が

困難な状況を農林水産大臣や県選出

国会議員に直接お伝えした。 

直接、農家も現場の実態を国に届け

る機会が得られたことに感謝すると

ともに、県選出国会議員には我々の

要求実現に向けて最大限のご尽力を

期待する。 

西山 茂 氏 
鹿児島県農協野菜

部会協議会会長 

 

要請活動参加者の声 

 

 

 

 

 

 

 初めて中央要請に参加させて頂き、農林
水産大臣や県選出国会議員の先生方に、子

牛価格の低迷や配合飼料価格の高止まり

等により繁殖農家の経営が非常に厳しい

という現状を直接お伝えした。 

 先生方は、我々農家の声に耳を傾け、食

料安全保障や十分な農業予算確保に尽力

していくと話された。我々の農政活動が政

策や予算につながっていくことを肌で感じ

ることができ、良い経験となった。 

永尾 寛 氏 
ＪＡさつま日置 

畜産部会長 
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Aコープの
クリスマスケーキ

2024

ご予約承り中
桜島小みかんのレアチーズケーキやアイス等種類も
豊富に揃えております！
また、有名店のケーキも取り扱っております。

※一部有名店のケーキのお申込み〆切は
　１１月 17日（日）です。お早めにご予約下さい。

店内に、パンフレットをご用意しておりますので、ご利用下さい。

申込〆切　12 月 8 日（日）まで

新任店長紹介 9 月より、新任の店長となりました。

ご意見やご要望など、
気軽にお声かけ下さい！

市比野店 店長　上薗

地域組合員の皆様と共に明るく、
楽しいＡコープを目指して頑張ります！
どうぞ、よろしくお願い致します。

こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!

JA 北さつまのインスタグラムはじめました！
お得な情報や
旬な情報を
タイムリーに
お届けします♪

フォロー・いいね
お願いします♪

◆
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
！

毎
年
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

け
ど
、
異
様
な
暑
さ
で
し
た
。

夏
を
越
せ
る
の
か
と
本
気
で

思
い
ま
し
た
･
･
･
。

　
薩
摩
川
内
市

62
歳
・
女
性

◆
初
め
て
親
子
で
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

小
学
校
４
年
の
子
ど
も
が
２

問
答
え
ら
れ
た
の
で
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど

も
も
と
て
も
楽
し
ん
で
い
た

の
で
、
今
後
も
一
緒
に
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
さ
つ
ま
町

9
歳
女
子
の
・
マ
マ
さ
ん

◆
果
物
、
野
菜
、
畜
産
な
ど

色
々
な
方
面
で
頑
張
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
様
子
を
見
て
い

て
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
勇
気

を
貰
っ
て
い
ま
す
。

　
薩
摩
川
内
市

80
歳
・
女
性

◆
子
ど
も
た
ち
の
農
業
体
験

の
記
事
を
読
ん
で
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
色
々

な
事
に
興
味
を
持
ち
体
験
し

て
く
れ
る
こ
と
で
、
現
在
農

業
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
元

気
を
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
、
ホ
ッ
コ
リ
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
伊
佐
市

69
歳
・
女
性

◆
台
風
10
号
で
私
の
住
む
地

域
は
２
日
間
停
電
し
ま
し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
は
台
風
や
酷

暑
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
早
く

涼
し
い
秋
が
来
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
薩
摩
川
内
市

66
歳
・
男
性

◆
食
欲
の
秋
が
や
っ
て
き
ま

す
ね
～
♪
早
く
家
庭
菜
園
で

育
て
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を

焼
き
芋
で
食
べ
た
い
で
す
。

楽
し
み
～
！

　
薩
摩
川
内
市

60
歳
・
女
性

◆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
応
募
し

よ
う
と
手
書
き
で
ハ
ガ
キ
を

書
い
た
の
で
す
が
、
な
ん
だ

か
見
栄
え
が
悪
か
っ
た
の
で
、

し
ま
い
込
ん
で
い
た
パ
ソ
コ

ン
を
引
っ
張
り
出
し
て
１
時

間
以
上
か
け
て
ハ
ガ
キ
を
作

り
直
し
ま
し
た
。
操
作
す
る

の
が
久
し
ぶ
り
で
大
変
で
し

た
が
、
達
成
感
が
あ
り
脳
ト

レ
に
も
な
る
と
気
づ
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
色
々
な

も
の
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町

69
歳
・
女
性

◆
毎
日
の
暑
さ
に
な
か
な
か

用
事
が
は
か
ど
ら
ず
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
朝

早
く
起
き
て
動
く
こ
と
が
と

て
も
気
持
ち
良
い
で
す
。
気

温
も
日
中
よ
り
涼
し
く
て
助

か
り
ま
す
。
美
味
し
い
果
物

も
今
年
は
暑
す
ぎ
て
、
あ
ま

り
多
く
は
食
べ
ら
れ
な
い
で

す
ね
。
都
会
の
米
不
足
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、

田
舎
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が

と
て
も
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
さ
つ
ま
町

73
歳
・
女
性

いつもお便り
ありがとうございます！
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二重マスの文字をA～Dの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
1
3
6
8

10

11
13
14
16
17

1

2
3

4

5
7
9

11
12

13
14
15

理事会だより

11 月 23日は勤労――の日。国民の
祝日です
灰皿にたまります
『――の精神』はモンテスキューの著
書です
広島県の紅葉の名所のひとつ。世界遺
産の神社があります
焼き鳥を食べると残るもの
金融――、――一髪
そば屋や居酒屋の入口にかけられてい
ることも
ギンナンがなる木
「九里よりうまい十三里」と売りに来
るもの
茶わんと反対の手で持ちます
3の3――は9です
クリの実を守るトゲトゲ

「鳥」より一画少ない鳥
――園に子どもを迎えに行った
お父さんそっくり!　まるで――ね
料理店のメニュー表をこう呼ぶこと
も
美空ひばりのヒット曲。「柔」と書
きます
患者を診ます
頭にキュッと締めるもの
ジャガイモのことです
――応報、身から出たさびだね
漢字で書くと雲母。きららともいう
鉱物です

①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は11月25日㈪。（クイズの応募
で取得した個人情報については、こ
れ以外には使用いたしません）

応募方法

9月号当選者発表 10月号の解答

当選者は12月号で発表します。

　9月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

▽髙嶺ツルミさん

▽木村　和子さん

▽鎌田さち江さん

▽岸良　遥香さん

▽    　　　  さん

▽西田　秀徳さん

▽野村　純子さん

▽宮原美智子さん

▽水流　邦子さん

▽川路美恵子さん

　第７回理事会を9月30日に開きまし
た。次の事項について協議し、すべて
承認されました。

【議　案】
①令和6年度第2・四半期実績検討につ
いて
②当組合における取引のリスク評価
書の定例改正について
③自主検査要領の改正について
④組合員への貸付について

まちがいさがし

答え 
1…………葉が付いている 
4…………山の高さが違う 
8…………帽子のつばが長い 
10…………尾が見えない 
11…………テントウムシの向きが違う

？？
下のイラストには上のイラストと違う部分が5カ
所あります。間違っている部分を左下の枠内の
数字で探しましょう。

スポーツノヒ
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp
/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

N
ovem

ber. 2024

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー
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